
編集 /京都景観フォーラム　デザイン・印刷 /有限会社エイブル　発行 / 2026 年 5月 16日

NPO法人京都景観フォーラム
〒600-8191 京都市下京区五条高倉角堺町 21番地 事務機のウエダビル 206
https://kyotokeikan.org/　MAIL：kkf@kyotokeikan.org

2025

CONTENTS

02－03 京都景観エリアマネジメント講座

04 受託事業、啓発事業

05 エリマネネット

06 エリマネネット、地域サポート

　嵐山まちづくり協議会では、長辻通の将来像を考
えるワークショップを開催するなど、区域内の景観
の保全と創出に取り組んできました。一方、近年、
区域内に広告物が増えてきていて、このままでは、
多くの人を惹きつけてきた嵐山らしい景観が損なわ
れてしまうおそれがあります。そうした課題に向き
合い、解決の糸口を探るため、このたび勉強会をス
タートしました。
　勉強会では、単に地域の屋外広告物を市条例に適
合させるための規制を目的とするのではなく、「住民
が誇りを持てるまち」、「人々が何度も訪れたくなる

魅力あるまち」という両面から地域の魅力を高め、
持続的な地域の未来につなげていくことを目指して
います。
　本年度は、市条例への理解を深めるとともに、観
光客、地元住民、出店者を対象にアンケートを実施し、
その評価をもとに地域の課題を整理しています。
　嵐山を訪れるすべての方に、期待を超える魅力を
体験していただき、嵐山のファンになってもらえる
よう、「嵐山ブランド」を地域で創り育てていくこと
目指し、屋外広告物に関する自主規制の制定も視野
に、議論を進めていきます。

文：清水 響    Shimizu Kyo嵐山の未来を考える｢嵐山ブランド｣勉強会を開催
－嵐山まちづくり協議会－

地域サポート

三条通で遊んでみよし

　三条通を歩行者のための遊んで楽しい空間とする
ことを目指し、三条通エリアマネジメント検討会議
を中心に 2021 年より始まった社会実験「三条通で遊
んでみよし」は今年で 5年目を迎えました。
　2025 年度は、11/2,8,9 の日程において通りの一部
を車両通行止めとして路上でイベントやワーク
ショップを実施し、11/9 にはワイズメンズクラブ様
によるイベント Y's DAY との同時開催も初めて実施
しました。
　また、初めて烏丸通より西側でもイベントを実施
し、京都景観エリアマネージャーの皆様だけでなく

青年局の学生も多数運営に参加しました。今後は、
悲願である無電柱化に向けた地域の動きを再始動し、
より多くの沿道店舗を巻き込みながら、ますます三
条通らしい景観を育んでまいります。

文：黒木 大地    Kuroki Taichi三条通で遊んでみよし 2025 を開催
－初めて烏丸通西側で実施＆Y's DAY との同時開催も－

地域サポート

京都学生まちづくり会議のメンバー

　これまで京都景観フォーラムの学生チームであっ
た「青年局」は、11月に自主的な学生組織として「京
都学生まちづくり会議」となり、新たなスタートを
切りました。
　今年は京都景観フォーラムの従来の活動地域であ
る三条通や祇園新橋において京都景観エリアマネー
ジャーの皆様やまちづくり協議会の皆様と協同しな
がら、学生が「景観」や「まちづくり」に関心を持ち、
活動に参加していく場作りを目指しています。また、
2月には「京都まちづくり学生フォーラム」を開催し、
まちづくり関係の学生団体 7 団体が集い、関心の近

い学生同士の横の繋がりを深めました。会員は 3 月
現在で 26 人となり、4 月に実施する新歓の勧誘活動
を通してますます拡大する見通しです。

文：黒木 大地    Kuroki Taichi学生団体｢京都学生まちづくり会議｣が誕生
－学生が京都のまちづくりを支える時代を目指して－

エリマネネット
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　実践講座では、基礎講座の受講後に、景観まちづ
くりへの理解をさらに深めていきます。最後に個人
で執筆する修了レポートが審査に合格すると、京都
景観エリアマネージャーの資格を取得できます。

　今年度の実践講座には 7 名の受講生を迎え、開講
しました。年度前半は、堀先生のご指導のもと、嵐
山において景観の視点からのまちあるきを体験した
ほか、実際の地域で活動されている二人の先輩の京
都景観エリアマネージャーや、三条通・祇園新橋で
活躍されている地域リーダーの方々のお話を通して
学びを深めました。
　また、鴨川運河チームと堀川団地チームに分かれ
てフィールドワークを行い、現地での観察や地域の
方々へのヒアリングを通じて地域の現状や課題を把

　2025年度は、基礎講座 16名、実践講座 7名の受講
生を迎えて開講しました。基礎講座にグループワーク
を取り入れて以降、受講生同士、講座スタッフと受講
生との距離感も近くなり、「フィールドワークで多様
な方々の多様な観点で同じエリアをめぐるのはとて
も興味深かった」という受講生の声のとおり、多彩な
バックグラウンドを持つ受講生同士の交流そのもの
が講座の魅力になっています。
　また、2021 年度の講座内容の大幅リニューアル後
は、多様な専門分野を持つ社会人に加え、大学生、社会
人学生、シニア世代など幅広い方々が受講されるとい
うのも特徴で、2025年度もその傾向となりました。

■基礎講座
　2025年度は、2021年度の大幅リニューアルの内容
を継承し、座学による「講義科目」とまち歩きやワー
クショップなどの「実習科目」でカリキュラムを構
成しました。

　「講義科目」は、京都で活躍されている若い世代の
講師中心の布陣とした昨年度を概ね継承しつつ、新
たに桐浴邦夫氏による「わびすき」と「きれいさび」
からみた茶の湯空間、川﨑 雅史氏による都市と公共
空間の景観デザインを採り入れました。
　「実習科目」は、受講生が主体的に景観について考
える機会とするとともに、受講生同士の交流にも主
眼を置いたプログラムとしました。
　受講生からも「いままで当たり前に使っていた「景
観」とはそもそも何なのかという基本的なところか
ら学ぶことが出来て大変有意義な時間となった」「観
光や文化など様々な分野の知見を得ることができた」
など好評の声をいただいています。

握し、まちづくりへの提言をまとめました。
　年度後半は、受講生それぞれの関心に基づき、個
人で修了レポートを執筆しました。執筆過程ではゼ
ミ形式でディスカッションを行いながら考察を深め、
講座最終回には完成したレポートを発表しました。
　

まちあるきで感じたことを言葉にする

まとめた成果をみんなと共有する ゼミの様子

フィールドワーク

多様な受講生との対話から新たな気付きが生まれる

文：村上 真史    Murakami Masashi

受講生同士の交流が大きな魅力に
－リニューアル 5年目、さらに内容を充実－

京都景観エリアマネジメント講座 京都景観エリアマネジメント講座

文：渡邉 朋子    Watanabe Tomoko

現場が教科書。
地域の声から景観まちづくりを学ぶ



0302 KYOTO KEIKAN FORUM 2025 ANNUAL REPORT /

　実践講座では、基礎講座の受講後に、景観まちづ
くりへの理解をさらに深めていきます。最後に個人
で執筆する修了レポートが審査に合格すると、京都
景観エリアマネージャーの資格を取得できます。

　今年度の実践講座には 7 名の受講生を迎え、開講
しました。年度前半は、堀先生のご指導のもと、嵐
山において景観の視点からのまちあるきを体験した
ほか、実際の地域で活動されている二人の先輩の京
都景観エリアマネージャーや、三条通・祇園新橋で
活躍されている地域リーダーの方々のお話を通して
学びを深めました。
　また、鴨川運河チームと堀川団地チームに分かれ
てフィールドワークを行い、現地での観察や地域の
方々へのヒアリングを通じて地域の現状や課題を把

　2025年度は、基礎講座 16名、実践講座 7名の受講
生を迎えて開講しました。基礎講座にグループワーク
を取り入れて以降、受講生同士、講座スタッフと受講
生との距離感も近くなり、「フィールドワークで多様
な方々の多様な観点で同じエリアをめぐるのはとて
も興味深かった」という受講生の声のとおり、多彩な
バックグラウンドを持つ受講生同士の交流そのもの
が講座の魅力になっています。
　また、2021 年度の講座内容の大幅リニューアル後
は、多様な専門分野を持つ社会人に加え、大学生、社会
人学生、シニア世代など幅広い方々が受講されるとい
うのも特徴で、2025年度もその傾向となりました。

■基礎講座
　2025年度は、2021年度の大幅リニューアルの内容
を継承し、座学による「講義科目」とまち歩きやワー
クショップなどの「実習科目」でカリキュラムを構
成しました。

　「講義科目」は、京都で活躍されている若い世代の
講師中心の布陣とした昨年度を概ね継承しつつ、新
たに桐浴邦夫氏による「わびすき」と「きれいさび」
からみた茶の湯空間、川﨑 雅史氏による都市と公共
空間の景観デザインを採り入れました。
　「実習科目」は、受講生が主体的に景観について考
える機会とするとともに、受講生同士の交流にも主
眼を置いたプログラムとしました。
　受講生からも「いままで当たり前に使っていた「景
観」とはそもそも何なのかという基本的なところか
ら学ぶことが出来て大変有意義な時間となった」「観
光や文化など様々な分野の知見を得ることができた」
など好評の声をいただいています。

握し、まちづくりへの提言をまとめました。
　年度後半は、受講生それぞれの関心に基づき、個
人で修了レポートを執筆しました。執筆過程ではゼ
ミ形式でディスカッションを行いながら考察を深め、
講座最終回には完成したレポートを発表しました。
　

まちあるきで感じたことを言葉にする

まとめた成果をみんなと共有する ゼミの様子

フィールドワーク

多様な受講生との対話から新たな気付きが生まれる

文：村上 真史    Murakami Masashi

受講生同士の交流が大きな魅力に
－リニューアル 5年目、さらに内容を充実－

京都景観エリアマネジメント講座 京都景観エリアマネジメント講座

文：渡邉 朋子    Watanabe Tomoko

現場が教科書。
地域の声から景観まちづくりを学ぶ



KYOTO KEIKAN FORUM 2025 ANNUAL REPORT / 0504

　京都市の令和 7 年度景観政策検証システムの実施
に関する受託業務として、景観市民会議の企画運営

と景観白書の作成を行いました。今回の景観市民会
議は「ワタシが選ぶ京都景観賞」と題した 2 回連続
のワークショップ形式とし、将来の京都を担う高校
生、大学生、20代の就労者を主な対象者としました。
参加者それぞれが選んできた「推し景観」の写真を
題材に、対話を通した主観の客観化のプロセスを経
て、京都の景観の在り方を考えるプログラムです。
　主催者側としては「若い世代の景観観の把握とそ
の政策への反映」を、参加者に対しては「各自の景
観リテラシーの向上」、「将来的な景観まちづくりの
担い手への足がかりの機会」となることを目指しま
した。

文：篁 正康    Takamura Masamichi

若い世代を対象としたワークショップの実施
－景観政策検証システムの受託－

受託事業

受託事業

啓発事業

第２回WS各自の写真の「部門名」「タイトル」を考える第１回ゲストスピーカーとの対話

阪工業大学・吉田哲教授を招き、「とまり木休憩所・
おでかけベンチ協働プロジェクト」を題材に、活動が
うまくいった背景をお話いただきました。
　地域活動にありがちな役員の固定化、あそびのない
年間計画など、地域活動に対する固定概念から脱却し、
地域以外の「よそもの」との協働、他のエリアとの連
携など、新しいコミュニティのカタチが大きなポイン
トだったようです。
　これまで、地域活動を中心に担ってきた女性や高齢
の方々の社会進出が進む中、多様な人たちが無理なく
かかわれるまちづくりについて、たくさんのヒントを
得た研修会となりました。

　京都市建築協定連絡協議会（市内 41委員会で構成。
以下、「協議会」という。）の事務局をお手伝いしてい
ます。建築協定は建築基準法に基づく制度ですが、円

滑な運営や良好な住環境づ
くりには住民同士の協力が
欠かせず、日頃からのコミュ
ニティ形成が重要です。
　協議会では昨年度から新
しいコミュニティづくりを
事例から学ぶ研修会を実施
しており、2025 年度は大

文：西谷 早恵    Nishitani Sae

京都市建築協定連絡協議会の
運営サポート

吉田教授を招いての研修会

ならではの充実した交流が持てました。
　また、京都景観エリアマネージャーの集いの場で
ある「エリマネ Café」を 2 月に開催、昨年台湾で開
催された「全国町並みゼミ」に参加された隈田真理
子さん (14 期生）から、台湾の街並みや景観につい
て報告を聞き、古い建物を素敵に活用している台湾
にすっかり魅了されました。

エリマネネット

文：内藤 郁子    Naito Ikuko

京都景観エリアマネージャーの研鑽と
交流・ネットワークづくりの場

エリマネCafé「私が見た台湾の景観まちづくり」

　堀繁先生に同行いただいての城崎温泉研修旅行を 4
月に実施しました。現地で城崎のまちの成り立ちや景
観特性などの講義を受けてから、ちょうど桜が満開の

街を視察しました。
　夕食の後にも一部屋に集
まって先生から海外の最近
の事例などのスライドを見
せていただき、また夜の景
観を見に出かけるなど、盛
りだくさんの内容で、現地
ならではの見え方や、宿泊

城崎温泉研修旅行

『京都・内から、外から』『これからの居場所と出番』

　× フォーラムは、京都景観フォーラムのミッション
である「景観まちづくり」の推進に向けた市民への
情報発信・交流・啓発活動の 1つで、プロジェクトチー
ム「なかまーけ」が中心となって企画・運営しています。
　2025 年 4 月 26 日に『これからの居場所と出番』、
2026 年 3 月 8 日に『京都・内から、外から』をテー
マに × フォーラムを開催し、多様な対話の場を創出
しました。本フォーラムでは、専門家や実務者にと
どまらず、幅広い層に向けて「景観まちづくり」を
身近に捉えるきっかけを提供し、共感と関心の広が
りを目指しています。講師間においても、対話を通
じて分野を越えた交流と共感が自然に生まれ、意義
ある広がりが見られました。

文：上杉 里延子    Uesugi Rieko

×フォーラム活動報告
－市民と広げる景観まちづくりの対話と実践の場へ－

の茶会が、醍醐・山田家住宅で催され、醍醐地域で
活動される様々な人たちとの交流の場となりました。
こうして地域資源を活かしたコミュニティが広がる
事で、地域愛を育み、さらには地域の景観を大切に
する活動に繋がっていく事に期待したいと思います。

エリマネネット

　伏見区醍醐地域は、醍醐寺をはじめその周辺には
伝統的な民家なども多く残る歴史ある地域です。し
かし、年々取り壊される民家も増え、まち並み景観
も変わりつつあります。
　2024 年度エリマネ実践講座のグループワークで醍
醐地域をテーマに取り組んだチームにより、講座終
了後の新たな活動が始まりました。
　2025 年度は、醍醐地域がかつてお茶の産地であっ
た事から、地域の竹林から伐り出した竹を使った組
立式の「モバイル茶室」が製作されました。3 月に
は「u-庵」と名付けられたモバイル茶室のお披露目

文：笠原 啓史    Kasahara Keishi

実践講座から生まれた新たな活動に期待
－「醍醐茶コモン」プロジェクト－

伐
採
か
ら
茶
会
ま
で

https://note.com/kyotokeikanforum

エリマネネット

　会員同士の日常的で気軽な情報交換により、会員
同士の交流をより深めることを目的に、京都はもち
ろんのこと全国各地で活躍する「京都景観エリアマ
ネージャー」を取材班が勝手気ままにインタビュー
したり、活動を取材したりして、その魅力を発信す
る noteが始動しました。
　昨年 9 月に最初の記事を投稿して以降、毎月１つ
の記事を投稿しています。シリーズ【となりのエリ
マネさん】では、京都景観エリアマネージャーにイ
ンタビューを行うことで、それぞれの活動やその魅
力を引き出しています。

文：村上 真史    Murakami Masashi

note はじめました。
－会員と会員をつなぐ新しい場のカタチ－

京都景観フォーラムnote

かける

かける

かける
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の政策への反映」を、参加者に対しては「各自の景
観リテラシーの向上」、「将来的な景観まちづくりの
担い手への足がかりの機会」となることを目指しま
した。

文：篁 正康    Takamura Masamichi

若い世代を対象としたワークショップの実施
－景観政策検証システムの受託－

受託事業

受託事業

啓発事業

第２回WS各自の写真の「部門名」「タイトル」を考える第１回ゲストスピーカーとの対話

阪工業大学・吉田哲教授を招き、「とまり木休憩所・
おでかけベンチ協働プロジェクト」を題材に、活動が
うまくいった背景をお話いただきました。
　地域活動にありがちな役員の固定化、あそびのない
年間計画など、地域活動に対する固定概念から脱却し、
地域以外の「よそもの」との協働、他のエリアとの連
携など、新しいコミュニティのカタチが大きなポイン
トだったようです。
　これまで、地域活動を中心に担ってきた女性や高齢
の方々の社会進出が進む中、多様な人たちが無理なく
かかわれるまちづくりについて、たくさんのヒントを
得た研修会となりました。

　京都市建築協定連絡協議会（市内 41委員会で構成。
以下、「協議会」という。）の事務局をお手伝いしてい
ます。建築協定は建築基準法に基づく制度ですが、円

滑な運営や良好な住環境づ
くりには住民同士の協力が
欠かせず、日頃からのコミュ
ニティ形成が重要です。
　協議会では昨年度から新
しいコミュニティづくりを
事例から学ぶ研修会を実施
しており、2025 年度は大

文：西谷 早恵    Nishitani Sae

京都市建築協定連絡協議会の
運営サポート

吉田教授を招いての研修会

ならではの充実した交流が持てました。
　また、京都景観エリアマネージャーの集いの場で
ある「エリマネ Café」を 2 月に開催、昨年台湾で開
催された「全国町並みゼミ」に参加された隈田真理
子さん (14 期生）から、台湾の街並みや景観につい
て報告を聞き、古い建物を素敵に活用している台湾
にすっかり魅了されました。

エリマネネット

文：内藤 郁子    Naito Ikuko

京都景観エリアマネージャーの研鑽と
交流・ネットワークづくりの場

エリマネCafé「私が見た台湾の景観まちづくり」

　堀繁先生に同行いただいての城崎温泉研修旅行を 4
月に実施しました。現地で城崎のまちの成り立ちや景
観特性などの講義を受けてから、ちょうど桜が満開の

街を視察しました。
　夕食の後にも一部屋に集
まって先生から海外の最近
の事例などのスライドを見
せていただき、また夜の景
観を見に出かけるなど、盛
りだくさんの内容で、現地
ならではの見え方や、宿泊

城崎温泉研修旅行

『京都・内から、外から』『これからの居場所と出番』

　× フォーラムは、京都景観フォーラムのミッション
である「景観まちづくり」の推進に向けた市民への
情報発信・交流・啓発活動の 1つで、プロジェクトチー
ム「なかまーけ」が中心となって企画・運営しています。
　2025 年 4 月 26 日に『これからの居場所と出番』、
2026 年 3 月 8 日に『京都・内から、外から』をテー
マに × フォーラムを開催し、多様な対話の場を創出
しました。本フォーラムでは、専門家や実務者にと
どまらず、幅広い層に向けて「景観まちづくり」を
身近に捉えるきっかけを提供し、共感と関心の広が
りを目指しています。講師間においても、対話を通
じて分野を越えた交流と共感が自然に生まれ、意義
ある広がりが見られました。

文：上杉 里延子    Uesugi Rieko

×フォーラム活動報告
－市民と広げる景観まちづくりの対話と実践の場へ－

の茶会が、醍醐・山田家住宅で催され、醍醐地域で
活動される様々な人たちとの交流の場となりました。
こうして地域資源を活かしたコミュニティが広がる
事で、地域愛を育み、さらには地域の景観を大切に
する活動に繋がっていく事に期待したいと思います。

エリマネネット

　伏見区醍醐地域は、醍醐寺をはじめその周辺には
伝統的な民家なども多く残る歴史ある地域です。し
かし、年々取り壊される民家も増え、まち並み景観
も変わりつつあります。
　2024 年度エリマネ実践講座のグループワークで醍
醐地域をテーマに取り組んだチームにより、講座終
了後の新たな活動が始まりました。
　2025 年度は、醍醐地域がかつてお茶の産地であっ
た事から、地域の竹林から伐り出した竹を使った組
立式の「モバイル茶室」が製作されました。3 月に
は「u-庵」と名付けられたモバイル茶室のお披露目

文：笠原 啓史    Kasahara Keishi

実践講座から生まれた新たな活動に期待
－「醍醐茶コモン」プロジェクト－

伐
採
か
ら
茶
会
ま
で

https://note.com/kyotokeikanforum

エリマネネット

　会員同士の日常的で気軽な情報交換により、会員
同士の交流をより深めることを目的に、京都はもち
ろんのこと全国各地で活躍する「京都景観エリアマ
ネージャー」を取材班が勝手気ままにインタビュー
したり、活動を取材したりして、その魅力を発信す
る noteが始動しました。
　昨年 9 月に最初の記事を投稿して以降、毎月１つ
の記事を投稿しています。シリーズ【となりのエリ
マネさん】では、京都景観エリアマネージャーにイ
ンタビューを行うことで、それぞれの活動やその魅
力を引き出しています。

文：村上 真史    Murakami Masashi

note はじめました。
－会員と会員をつなぐ新しい場のカタチ－

京都景観フォーラムnote

かける

かける

かける
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　嵐山まちづくり協議会では、長辻通の将来像を考
えるワークショップを開催するなど、区域内の景観
の保全と創出に取り組んできました。一方、近年、
区域内に広告物が増えてきていて、このままでは、
多くの人を惹きつけてきた嵐山らしい景観が損なわ
れてしまうおそれがあります。そうした課題に向き
合い、解決の糸口を探るため、このたび勉強会をス
タートしました。
　勉強会では、単に地域の屋外広告物を市条例に適
合させるための規制を目的とするのではなく、「住民
が誇りを持てるまち」、「人々が何度も訪れたくなる

魅力あるまち」という両面から地域の魅力を高め、
持続的な地域の未来につなげていくことを目指して
います。
　本年度は、市条例への理解を深めるとともに、観
光客、地元住民、出店者を対象にアンケートを実施し、
その評価をもとに地域の課題を整理しています。
　嵐山を訪れるすべての方に、期待を超える魅力を
体験していただき、嵐山のファンになってもらえる
よう、「嵐山ブランド」を地域で創り育てていくこと
目指し、屋外広告物に関する自主規制の制定も視野
に、議論を進めていきます。

文：清水 響    Shimizu Kyo嵐山の未来を考える｢嵐山ブランド｣勉強会を開催
－嵐山まちづくり協議会－

地域サポート

三条通で遊んでみよし

　三条通を歩行者のための遊んで楽しい空間とする
ことを目指し、三条通エリアマネジメント検討会議
を中心に 2021 年より始まった社会実験「三条通で遊
んでみよし」は今年で 5年目を迎えました。
　2025 年度は、11/2,8,9 の日程において通りの一部
を車両通行止めとして路上でイベントやワーク
ショップを実施し、11/9 にはワイズメンズクラブ様
によるイベント Y's DAY との同時開催も初めて実施
しました。
　また、初めて烏丸通より西側でもイベントを実施
し、京都景観エリアマネージャーの皆様だけでなく

青年局の学生も多数運営に参加しました。今後は、
悲願である無電柱化に向けた地域の動きを再始動し、
より多くの沿道店舗を巻き込みながら、ますます三
条通らしい景観を育んでまいります。

文：黒木 大地    Kuroki Taichi三条通で遊んでみよし 2025 を開催
－初めて烏丸通西側で実施＆Y's DAY との同時開催も－

地域サポート

京都学生まちづくり会議のメンバー

　これまで京都景観フォーラムの学生チームであっ
た「青年局」は、11月に自主的な学生組織として「京
都学生まちづくり会議」となり、新たなスタートを
切りました。
　今年は京都景観フォーラムの従来の活動地域であ
る三条通や祇園新橋において京都景観エリアマネー
ジャーの皆様やまちづくり協議会の皆様と協同しな
がら、学生が「景観」や「まちづくり」に関心を持ち、
活動に参加していく場作りを目指しています。また、
2月には「京都まちづくり学生フォーラム」を開催し、
まちづくり関係の学生団体 7 団体が集い、関心の近

い学生同士の横の繋がりを深めました。会員は 3 月
現在で 26 人となり、4 月に実施する新歓の勧誘活動
を通してますます拡大する見通しです。

文：黒木 大地    Kuroki Taichi学生団体｢京都学生まちづくり会議｣が誕生
－学生が京都のまちづくりを支える時代を目指して－

エリマネネット


